
福岡都市計画地区計画の決定〈福岡市決定〉

都市計画泉、周船寺地区地区計画を次のよ うに決定する。
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福岡市西区泉一丁 目、 周船寺-T自及び周船寺二丁 目

の各一部

約 2. 6 h a 

当地区は、前原市との行政界に位置しており、地区内には、

都市計画道路「千里田尻線J (幅員 16m)が計画さ れ、 J

Rの周船寺駅にも近接する交通利便性の高い地区である。

当地区の北側には低層戸建て住宅、南側には商業施設等が

地区計画の 目標 |主に立地し、地区内 はこ れら が混在化 している。

地 区 施 設の

整 備 方 針-

建築物等の
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このため、当地区 においては、周辺低層戸建て住宅地の環

境保全及び周辺商業施設との連たんを図ることにより、良好

な市街地環境の形成を行うことを目標とする。

周辺低層戸建て住宅地及び商業施設と調和のとれた住宅等

を適切に配置する。

市道周船寺 2239号線及び市道周船寺 2253号線に歩

行者用通路(幅員 2m)を配置し、地区内及び周辺居住者等

の利便を図る。

市道周船寺 2239号線、市道周船寺 22 5 3号線沿い及

び敷地について、建築物等の壁而の位置の制限を定め、 ゆと

りある歩行者空間の形成及び良好な住宅環境の保全を図る。

また隣接の低層戸建て住宅の喋境保全のため、建築物等の

高さの最高限度を定める。

名 称 中高 員 延 長 摘 要
地区施設 その他

の配 置 の公共 既存歩道の幅

地!及ぴ規模 空 地 歩行者用通路 2m 約 620m 員を含めて 2

mとする

区

建 計画図に示す市道境界線か ら建築物の外壁若 しく はこれ に
整|築 代わる柱の面、又は建築物に附属する門若しくはへいまでの

物 壁面の位置の 距離の最低限度は 2mとする。

備|等 事tl F長 ただし、 既存の歩道の ある とこ ろについては、歩車道境界

線より 2mとする。

計|関 また、当該道路以外の道路及び隣地境界線に 面す る部分に
す おいては、外壁の後退距離は 1mとする。

事 建築物等の高| 15m 

項 さの最高限度

「区域及び壁面の位置の制限は計画図表示のと おり J

理 由

良好な市街地環境の形成を図るため、本案のとおり決定す るも のである。




